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The M6.9 Earthquake off Fukushima Prefecture on July 19, 2008 
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1．地震の概要 

2008年7月19日11時39分に福島県沖の深さ32kmでM6.9（最大震度4）の地震が発生した（第1図）．

この地震による被害はなかった（総務省消防庁調べ）．この地震の発震機構（CMT解）は西北西

－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した地震

である．余震活動はM5を超える地震が4回発生するなど活発で，11月末現在までの最大余震は7
月21日のM6.1（深さ27km，最大震度4）である．その後，活動は徐々に減衰してきている． 

一元化処理を開始した1997年10月以降の活動を見ると，今回の地震の震源付近では，2003年10
月31日にM6.8（最大震度4）の地震が発生するなどM6.0を超える地震が時々発生している（第1
図上）． 

さらに以前からの地震活動（1923年8月以降）を見ると，今回の地震の震央付近はまとまった地

震活動が見られるところで，1938年にはＭ7クラスの地震が4回発生するなど活発な地震活動があ

った．最近では1987年にＭ6クラスの地震がまとまって発生していることがわかる（第1図下）． 
今回の本震（M6.9）により，宮城県石巻市鮎川で最大23cmなど，宮城県と岩手県の沿岸で津波

を観測した（第2図）． 
 

2．余震活動の特徴 
余震活動は当初は本震を含む北西側（深い側）及びその南東側（浅い側）の領域で発生してい

たが，それらの南側の領域でも最大余震（本震発生の3日後，7月21日，M6.1）の発生前からまと

まった地震活動が発生しており，全体を通して見ると，これら3つのクラスターに分かれたやや広

い領域で活発な余震活動が発生したことがわかる（第3図上）． 
周辺で過去にあった地震活動（1987年，2003年）と今回（2008年）の活動の震央分布を比較す

ると，いずれの活動もM6クラスの余震を伴ってやや広い領域にわたって発生しているが，それぞ

れの震源域を棲み分けて発生しているように見える．なお，1996年に今回の活動域内で発生した

M6.8の地震（最大震度4）については，余震活動をほとんど伴わず，発震機構も低角逆断層型で

なく，比較的深いところ（深さ58km）で発生していることから，太平洋プレート内部の地震と考

えられる（第3図下）． 
 

3．すべり量分布の位置関係 
第4図(a)及び(b)にIRIS（米国地震学連合）のデータを用いて遠地実体波による震源過程解析を

行った結果を示す．破壊開始点の震央位置は一元化震源，深さは後続波の合い具合から15kmとし，

プレート境界型の地震であることから，気象庁CMT解の低角側の節面を用いて解析した．推定さ



れた主なすべり領域は本震近傍に位置しており，そこでは余震はほとんど発生していない． 
今回の地震すべり分布と，過去に周辺で発生した，宮城県沖（1936年，1978年，2005年），福

島県沖の地震（1938年，2003年）のすべり分布の位置関係を第5図に示す．これらの地震の主なす

べり領域は相互に重なっておらず，棲み分けて発生しているように見える． 
 

4．地震発生前の静穏化 
2007年11月26日の地震（M6.0）と2008年7月19日の地震（M6.9）の震源の間の領域で，Mw6.4

に相当するプレート間すべりが発生していたと考えられるという報告が国土地理院からあった

（第178回地震予知連絡会資料，本巻参照）ことから，当該地域の地震活動について調査した（第

6図）． 
国土地理院によるGPS観測期間（基準期間：2007/12/22～2008/01/01，比較期間：2008/04/21～

2008/05/01）では地震活動に特段の変化は見られなかった．ただし，2008年5月中旬から7月19日
の地震発生前の約2ヶ月間に，国土地理院によるモデル断層の周囲（第6図の領域A）でM3.0以上

の地震が全く発生しない静穏化状態が続いていた． 
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Fig.1  The earthquake off Fukushima Prefecture on July 19, 2008 
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Fig.2  Tsunamis of the earthquake off Fukushima Prefecture on July 19, 2008 
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Fig.3  Seismic activity off Fukushima Prefecture on July 19, 2008 
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Fig.4(a)  Slip distribution estimated by teleseismic body wave of the earthquake off Fukushima Prefecture 

on July 19, 2008 
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Fig.4(b)  Comparison of observed (upper thick line) and synthetic(lower thin line) waveforms of the 

earthquake off Fukushima Prefecture on July 19, 2008 
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Fig.5  Superposition of estimated slip areas of the earthquake off Fukushima Prefecture on July 19, 2008 

and past major earthquakes 
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Fig.6  Seismic and crustal activity before and after the earthquake off Fukushima Prefecture on July 19, 

2008 
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